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※研究概要（Summary ）： 

近年、Si 細線導波路は光通信用集積回路として注目

されており、様々なデバイスが報告されている。なか

でも熱光学効果による光スイッチは光路切替用のマ

トリクススイッチとして期待されているが消費電力

が大きくなる。そこで、消費電力を極めて小さくする

ために静電アクチュエータを用いたカプラースイッ

チに自己保持機構を加えたデバイスを製作する。 

 
※実験（Experimental）： 

ホットプレートによる前処理、および PRIMAXX 

蒸気 HF エッチャーを用いて、SOI 基板の SiO2 層を

犠牲層エッチングすることにより自立構造の光スイ

ッチを製作する。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

32 分間エッチングしたところ約 2.3μm のエッチン

グが確認された。またスティッキングすることなく自

立構造のデバイスが製作できた。 

 

 
図 1 製作した光スイッチ 

 
※その他・特記事項（Others）： 

なし 
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